［表］全盲幼児につけておきたい空間イメージの学習課題例
	
	つけたいイメージ
	次のイメージ獲得のために種まきしたい活動

	３歳児
	①上の方向（鳥や飛行機が上を飛んでいる。）

②「前」「上」「後ろ」の方向（前に歩く、上に手を挙げる、後ろを向く等）

③反対側の理解

④棚の上に物を置く、目印を決めて決まった位置に物を置く。

⑤長い物をたどりその両端に気づく（水まきホースと蛇口の関係等）

⑥タイヤがころがるイメージをもつ。
	①右と左を言葉として使えるようにする。正しい理解はまだ難しいが方向や位置をしめす言葉として早くから左右の概念があることに触れさせていく。

②縦と横についても同様（縦に置く、スイッチやレバーが横になったら止まるなど）

③杖などを使って手の届かないところをさぐってみる。杖先を通してわかることを増やしていく。

④友だちがしていることを、きこえる音などから判断させる（「いま○○ちゃん、なにしていると思う」などといって話をさせる）。

⑤壁にボールなどをぶつける、一回りして戻ってくる玩具等、空間を挟んだ遊びをさせる。

	４歳児
	①歩いた軌跡や道を１本の点字の点線や棒の表現で代用できることがわかる。

②直線の交わりで道をつくり、おもちゃの車などを動かして遊ぶ。

③立体的な簡単なおもちゃを組み立てたり分解したりして遊ぶ（玉転がしの台を組み立てる、坂道を滑る物を作る）

④机のまわりを歩くときなど、右回りでも左回りでもどちらでもいけるイメージをもつ。

⑤「もうすぐ○○が現れる」ということがわかって歩き、どっちの方向から目印の音などがきこえてくるはずだということが予測できている。

⑥届かないときには踏み台をつかうなどがわかっている。
	①前後上下左右といった自己身体基準の方向に加えてある物の左右といった客観的基準による方向に関する言い回しに慣れる。

②試行錯誤を伴う物の分解、組み立てを多く経験させる。

③自分が置いた物の位置を自分の言葉で言わせるようにする。

④「斜め」という言葉を入れていく。

	５歳児
	①ペダル自動車（乗って運転できるもの）のイメージと手で押して動かす車のおもちゃのイメージが一致する。タイヤ４つを使って車の組み立て・分解ができる。

②車用の道路と電車用の線路の交わりを意識しておもちゃのレールや道路を組み立てられる。

③友だちや人形に服を着せてあげられる。

④物を基準にして「その上」などがわかる（平面での「前」を「上」ともいうことを理解させる）。

④土の中や壁の向こう側など触れないところについて予測した話ができる（正しくなくてもよい）。

⑤前でも右でもない「斜め前」等の方向がわかっている。
	①向かいあった関係の右と左について反対になることに気づかせていく。

②斜めの方向に自分の体の向きで表現できる。

③簡単な道順を実際に歩く前に言葉で言える。


